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　　　　　骨シンチグラムからみた腓骨摘出后の

D。nar　siteの骨形成能について
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　　○大森薫雄，伊丹康人

　われわれは多量の移植骨を必要とする場合、とくに

移植骨の展さあるいは支持性を必要とするような場合、

腓骨を利用することが少なくない。今回、われわれは

腓骨摘出後のDonar　siteの状態を経時的に観察し

て、手術時年令、採取範囲などからみた骨再生能につ

いて骨シンチグラム所見とx線像を比較検討したので

報告するo

　対象および方法

　症例は36例で、手術時年令は1才9ケ月から63才ま

で平均20才である。術后経過年数は最短3ケ月、最長

21年で平均3．5年であるOX線検査は1，2，3ケ月

以后6ケ月ごとにおこなったo最近では同時に骨スキ

ャンをおこなった。骨スキャンはTc燐酸化合物10m

Ci静注后3時間でライフサイズシンチグラムをとり

必ず健側肢と比較検討したo

　結果、（1）腓骨摘出後の骨形成能を、患者の年令すな

わち、x線上発育線の閉鎖前k・よび閉鎖後にわけて比

較した。発育線鎖前の症例は17例で、ほとんどの症例

が術后6ケ月以内腓骨採取部位全長にわたりさかんな

骨形成がみられたoこれに対し発育線閉鎖後の症例で

は、骨形成が不良で、全く骨形成がみられない症例が

　例中3例、158％にみられたo
②　骨スキャンについてみると、x線上骨発育線閉鎖

前の症例では、術後1ケ月で骨欠損部全体に強いRI

の集積がみとめられたOx線像に先だって集積がみら

れる症例ではいずれも骨形成は良好であ・，た○

（3）　X線上骨端発育線線閉鎖后の症例では、術后骨欠

損部の中枢端および末梢側にわずかに集積がみられる

が、いずれの時期でも強い集積はなく、x線上も骨形

成能は不良であったo

（4）なte術后6年でX線上骨形成が完了している症例

でも、シンチグラムで強い集積をみとめた症例もあり、

長期間にわたり骨改変がおこなわれていることを示唆

していたo
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検討。
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　〔目的1

　慢性血液透析患者においてカルシウム調節ホルモン

を測定し、合併する腎性骨異栄養症の病態生理につい

て考察した。

　［対象及び方法〕

　慢性血液透析患者15名（男8名、女7名、平均年令

38オ、透析月数平均22ヵ月（7～39ヵ月））に対し、

カルシウム濃度70『％1の透析液にて週2～3回の透

析を行ない、いずれもビタミンD剤の投与は行ってい

なかった。採血は透析施行直前に行い、カルシウム、

イオン化カルシウム（以ドiCa）、燐、アルカリホス

ファターゼ（以卜’AIP）、副甲状腺ホルモン（以ド

PTII）、カルチトニンおよび25－hydroxycholec
alciferol（以ド25　0H－D3）を測定した，、PTIl

お・よびカルチ1・ニンはRa　dlOlmmuno：lssayにより

25－OH－D3はCompetltlve　protem　blnding
aSsayにより測定した。　lCaはオ1｝オンSS　20を用

いて測定した。

　｛結果〕

　カルシウムは8．4］－0．5％1のやや低値を示し、

lCaは352‘％から4．96％1と広範囲に分布した
（平均4．16［－0．44『％1），，燐は、F均6．6卜32酩1

と高値、Ca×Pも高値を示した。　Al－Pは・ド均8．5

＋3．4KAu、4例において10　KAu以fこの高値を認

めた。PTHは平均2．0士2．21▲％1と高値を認めた。

カルーチトニンは6例において高値を認めたが他9例は

40P％1以ドであった。25－－OH－D3は10．2十12．O

ng／mlと低値を認めた。　Al－PとPT｝1は有意の相関

を認めた（r＝O．　701、P　O．05）。燐とpTIIおよ

びCa×PとPTHは共に軽度の相関を認めた（1－－
0．493および0．495）が有意ではなかった，，しかしカ

ルシウムとPTH、カルチトニンおよび25－OH－D3

の間には相関は認められなかった。また透析期間と

Al．P、カルチトニンおよび25　0H　D，との間にも

相関は認められなかった。

　i総括1

　15例の血液透析患者において、全例にpTlIのL昇

を認め、またA1－Pとの相関を認めることにより、：

次性副甲状腺機能尤進状態にあることが判明した。ま

たPTHの上昇には、カルシウムの低ドよりも燐が関
与していることが推定された。
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